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研究成果の概要（和文）：本研究課題は、子どものコンピテンシーの育成を図る家庭科教員養成プログラムを再
構築することを目的とした。そのために、理論的研究として、コンピテンシーの意味を解釈した。実証的研究と
して、小学校で家庭科の授業を担当する教師と中学校の家庭科教師の有する教師知識について、熟練教師と初任
教師の質的、量的な違いを明らかにした。また、教育実習生の教育実習における学びの実態について明らかにし
た。教材開発及び実践研究として、家族の一員としての自覚と社会参加の視点、小学校と中学校の連続性の視点
を考慮しており、子供のコンピテンスの育成に繋がることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to reconstruct the home economics teacher 
education program from elementary to lower secondary schools to develop the children’s 
competencies. For this purpose, theoretical and empirical researches were conducted. We historically
 analyzed some debates on children’s academic achievement, and investigated the meaning of 
competencies from international perspectives. We conducted both qualitative and quantitative 
empirical studies to analyze the teacher knowledge between experienced and novice teachers in home 
economics education. We investigated the learning of student teachers. Based on the results of these
 studies, and considered the following point of views: awareness as a member of the family, and 
social participation as a future citizen; the coherence of children’s learning, we developed some 
teaching materials of home economics teaching in elementary, lower secondary, and special education 
needs schools to develop students’ competencies.

研究分野：家庭科教育
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１．研究開始当初の背景 
 近年、欧米諸国の新しい資質能力としてコ
ンピテンシーという概念が提唱されている。
もともとこの概念は欧米諸国では経営学の
考え方であり、就労を視野に入れて学校教育
に導入されるようになった。このコンピテン
シーに基づく学力観では、見える学力ばかり
ではなく、見えない学力を評価することにな
り、日本ではとりわけ活用力や表現力の育成
が目指されるところとなった。加えて、その
見えない学力を評価する方法が提案される
ようになった。しかしながら、申請者の調査
においては、現職の家庭科担当教員には必ず
しもこの新しい学力観とそれに基づく教材
開発や評価方法が理解されているとは言え
ない。他教科の教科教育学と同じように、ま
ず、今日の社会において求められる家庭科教
育のコンピテンシーとは何かを明確にし、そ
のための子どもの学び、教材開発、指導法、
評価のあり方を検討することが喫緊の課題
である。 
 それぞれの教科にはその背景となる学術
的基盤が存在している。近年世界的にもこの
ようなそれぞれの教科の背景にある学術的
基盤の社会性や文化性に着目して教科教育
を行おうとする傾向がある。とりわけ、理科
教育や数学教育ではこの点で研究が盛んで
ある。家庭科教育は多くの学術的基盤を背景
にしており、それぞれの社会性や文化性を考
慮して、学校教育における子どもの学び（目
的・目標論）を考慮して教材開発が求められ
ることになる。加えて、教師は「授業を想定
した教材化のための知識」（pedagogical 
content knowledge：以下、PCK とする）の育
成が教員養成教育と現職教育の両方におい
て求められる。この教師知識は、子どもの学
びや教材開発、評価方法に至るまで多くの教
師知識と関係しており、その階層性や複雑さ
から家庭科教育においては十分な研究がな
されているとは言えない。 
 世界的にも教師教育の動向として、生涯に
わたる教師としての専門的成長の視座が重
視され、特に欧米諸国では、教員養成教育は
その導入として位置づけられている。他方、
日本では、教員養成教育と現職教育が分離さ
れた考え方に基づいており、その連続性の視
座が欠けた教育や研修が行われている。近年
世界的に、教師の専門的成長を分析し、専門
職の導入教育である教員養成教育において
どのような資質能力を育成すべきか、そのあ
り方が問われている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、以上の認識に立ち、小学校と中
学校の家庭科教育において育成すべき子ど
ものコンピテンシーを検討し、次に、家庭科
教育の社会文化性と教員養成教育と現職教
育の連続の視座から、コンピテンシーの育成
を支援する指導方略（特に学びの意義と教材
開発、評価）のあり方について検討する。そ

のことを通して、子どものコンピテンシーの
育成を図る家庭科教員養成プログラムを再
構築するための基礎的研究を目的としてい
る。なお、同じ教科教育における先行研究を
俯瞰し、本研究の視点として取り入れる。 

 
３．研究の方法 
本研究は、文献調査を基盤とする理論的研
究と、教材開発、教師知識の実態調査、教材
を評価するための授業実践などを中心とす
る臨床的・実証的研究から遂行した。 
 
４．研究成果 
（１）小学校と中学校における家庭科授業を
担当する教師の有する教師知識に関する研
究（熟練教師と初任教師の教師知識の特徴） 
 学校で学ぶ知識は、学習指導要領や教科書
において示されている。しかしながら、これ
らは、教えるべき知識（knowledge to be 
taught）であり、実際の家庭科の授業を通し
て子どもが獲得する知識に教師は転置
（transposition）する必要があり、それが
教えられた知識（taught knowledge）である。
そこで、本研究課題では、L. Shulman の提唱
した教師知識のうちでも特にPCKに焦点化し、
小学校と中学校で家庭科の授業を担当する
教師（比較のために熟練教師と若手・初任教
師）に対して、調査を行った。 
 ①中学校家庭科教師の教師知識の特色 
 本研究では、公立中学校に勤務する、教職
経験 20 年以上の３名の家庭科教師と教職経
験 10 年未満の４名の家庭科教師（内２名は
講師）に対して、半構造的面接法を用いて実
施した。 
 分析の結果、まず、熟練教師の有する６つ
の知識の量は、初任教師よりもすべて多いこ
と、また、熟練教師は、知識量も初任教師に
比べ多いだけでなく、複数の知識を組み合わ
せて、教材化を行っていることが明らかとな
った。次に、質的分析結果について検討した。
熟練教師は、学習指導要領の趣旨と生徒の実
態の理解を基盤に、授業を想定して教材化と
授業を立案している。また、初任教師が教材
の提示の仕方に関する知識が中心であった
のに対し、熟練教師は生徒の意欲を高めたり
知識を定着させたりする工夫をしているこ
とが明らかとなった。さらに、熟練教師は学
校の研修課題などを意識した授業になるよ
うな流れを考えていること、熟練教師も初任
教師も授業のねらいを考えて仕立てている
が、熟練教師の方が具体的なねらいを有し、
授業で終わるのではなく、家庭で実践させる
ことを意識していること、などが明らかとな
った。 
次に、教師知識の違いが何に起因している
かを明らかにするために、熟練教師１名と初
任教師１名にライフヒストリーの面接調査
を行った。その結果、授業研究を通して同僚
教師から指導や助言を受け、自己の実践を省
察することが重要であることが明らかとな



った。 
 ②小学校で家庭科の授業を担当する教師
の教師知識の特色 
 本研究では、理論的基盤は、①を参考にし、
２つの方法で小学校の家庭科の授業を担当
する教師の教師知識について明らかにした。
まず、先の中学校家庭科教師の教師知識を調
査した方法と同じく、小学校教師のうち、家
庭科の授業を担当する初任教師４名と熟練
教師３名に対して、半構造的面接法を用いて、
教材化の過程で使用する知識について調査
を行った。 
 次に熟練教師３名と初任教師３名に、ある
授業者の小学校家庭科の授業ビデオとその
学習指導案を示し、ビデオ視聴後に授業に関
して自由に発話してもらった。その発話プロ
トコルを L. Shulman の教師知識に分類した。  
 以上の結果から、家庭科の授業を担当する
小学校教師のPCKは他の６つの教師知識とか
ら構成された複合的で構造化された知識で
あり、熟練教師の PCK は初任教師よりも量的
にも質的にも差があり、それらを文脈に合わ
せて効果的に授業で活用することができる
ことが明らかとなった。ただ、教職経験を続
ければ育成されるものではないということ、
その教師の経験した学校文化などが影響し
ていることを指摘した。PCK は、小学校の家
庭科の授業を理解するための効果的な道具
となり得るとともに、現職教育はもとより教
員養成教育プログラムを再構築するために
重要な視点となること指摘した。 
（２）熟練教師の信念の変容に関する研究 
 本研究は、理科教師の信念に関する研究と
して、教職経験 30 年以上の熟練教師のライ
フストリー調査（各人３回計４時間以上）の
分析を通して、理科教授の目的・目標につい
ての信念の発達を明らかにし、現職教育及び
教員養成教育への示唆を得ることを目的と
した。分析の結果、学校の内外の様々な経験
が理科教授の目的・目標の信念に影響してい
ること、教師になった時点で保持していた信
念が毎年授業研究に関与していても教職経
験を通して変容しにくいこと、などを明らか
にし、教員養成教育が信念を形成する上で、
重要であることを指摘した。 
（３）教育実習生の教師知識の発達に関する
研究 
 小学校と中学校（理科）における教育実習
生の学びと成長に関する調査を行った。 
 まず、小学校における教育実習での教育実
習生の成長について明らかにすることを目
的とした研究を行った。本研究では、教育実
習校における教育実習前後における教育実
習生の意識の変容を調査し、検討した。３週
間の教育実習前後でプレ・ポストテストを 
行った。なお，調査は，アンケートにより行
った。分析は、統計処理に加え，教育実習生
の関心の変容を詳細に分析するために自由
記述は KJ 法により行った。その結果、教育
実習生は、教育実習校の指導教員の指導やア

ドバイスを得ながら成長している一端を
彼・彼女らの意識変容からうかがうことがで
きた。一方で、それらの変容がいつ、どのよ
うに、何の要因を受けた結果なのか、その変
容に対する指導教員の役割や関わり方など
は今後の課題とした。 
次に、教育実習生が中学校での教育実習
（理科）を通して獲得・発達させた知識の内
実とその要因を明らかにすることを目的と
した研究を行った。教育実習におけるフィー
ルドワークにおいて教育実習生とそのメン
ターにインタビュー調査を行い、Steps for 
Coding and Theorization により得られたプ
ロトコルを分析した。その結果、メンタリン
グや師範授業の観察によって授業観を形成
し始め、その授業観に基づいて自身の授業実
践や批評会、他者の授業観察を省察的に捉え
ることで、知識基礎を獲得・発達させている
こと、他の教育実習生との協働により、より
省察的に教育実習を行うことが可能となっ
ていること、などを明らかにした。 
（４）コンピテンシーの意味に関する研究 
 これからの時代の子どもが育成すべきコ
ンピテンシーとは何か。学力観の視座から明
らかにすることを目的とし、諸外国のコンピ
テンスや科学的リテラシーの本質の分析及
びわが国の戦後の学力論を分析した。その結
果、諸外国におけるコンピテンスや科学的リ
テラシーは、生涯学習社会の視座から学校教
育を位置づけ、知識社会において、科学的素
養を持って社会参加することを意図してい
ることを明らかにした。学力を考える場合は、
これまでの学習指導要領を新しい視座から
再解釈し、わが国の理科教育の歴史的遺産を
再検討するとともに、諸外国の知見を参考に
議論する必要性があることを指摘した。 
（５）子どものコンピテンシーを高める家庭
科の教材開発とその実践―中学校、小学校、
特別支援学校を対象－ 
よりよい生活を目指した実践的な意欲と
態度を育むことを目的として、中学校家庭科
「食生活と自立」の内容において、弁当調理
を教材とし、調理の工夫を考えることを意図
したアクティブ・ラーニングを取り入れた授
業実践を行った。 
次に、小学校家庭科において、「快適な衣
服と住まい」の内容を対象として、被服製作
に関する教材開発と実践を行った。また、「快
適な衣服と住まい」の内容と「身近な消費生
活と環境」の内容を融合させ、エコライフの
教材開発を行い、授業実践を行った。 
 中学校や小学校での取り組みを参考にし
て、特別支援学校小学部の生活単元学習にお
ける「役割」、「手伝い・仕事」の観点から、
ミシンやアイロンを使い、教師や友達と一緒
に巾着袋やコースターを製作し、教師、友達
や家族にプレゼントすること意図した教材
開発と授業実践を行った。 
 以上の結果の教材開発及び実践研究は、家
族の一員としての自覚と社会参加の視点、小



学校と中学校の連続性の視点を考慮してお
り、子どものコンピテンスの育成に繋がるこ
とを明らかにした。 
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